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　神田祭は，山内家二代藩主忠義公の時代に始まったと伝えられる豊作祈願の田植え神
事で，一名「どろんこ祭り」とも呼ばれています。土佐路に春本番を告げる風物詩とし
て，広く知られています。
　忠義公が領地検分のため長浜の地に立ち寄られ，畦

あぜ

道を歩かれるうち，早乙女の投げ
た早苗が泥をはね，忠義公の袴

はかま

の裾を汚してしまいました。供侍が無礼討ちにしようと
したところ，忠義公は「このような所を歩いていた我々こそ農作業の邪魔になろうとい
うものだ。おおいに農事に励むように」とお誉

ほ

めの言葉を仰いました。これを見た人々
は互いに泥をかけ合って喜びあったことから，「どろんこ祭り」が始まったと言い伝え
られています。なお，一説には，長

ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

時代にこの地区で流行した疫病を鎮めるため
に，若宮八幡宮に神

しん

田
でん

を奉納せられたことから，神田祭りが始まったとも言われていま
す。
　４月の第一土曜日，氏子を中心に男女がそろいの浴衣で神社に集まり，早苗と「かこ」
と呼ばれる白米のお握り状の神

しん

饌
せん

物
もの

を神前にお供えし，豊作祈願の神事を行います。そ
の後，一同，神社外

がい

苑
えん

の神
かみ

田
だ

へ向かい，早乙女達によって田植えが始まります。田植え
が終わると女性軍はそこら中にいる男性の誰彼構わず，泥を塗り始めます。泥を塗られ
た方は「ありがとうございます」とお礼をいうならわしになっています。これは稲を産
み育てる泥をわが身に付けてもらうことによって，泥の持つ生成発育の精気をわがもの
とすることができるという，昔から伝わる土に対する信仰心と結びついたものかもしれ
ません。� （写真および文：若宮八幡宮）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事
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